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神
社
本
廳
設
立
七
十
五
年

昭
和
二
十
一
年
二
月
三
日
設
立

神
社
本
廳
設
立
に
關
す
る
聲
明
決
議

当時の神社本廳（神社本廳五年史より転載）／神祇院廃止の翌日たる日を以て開廳された。

発行　宮﨑神宮社務所　宮崎市神宮2丁目 4番１号　電話0985(27)4004　FAX0985(27)4030　◎編集　養正編集室　◎印刷所　愛文社印刷㈱

稽
古
照
今

け
い
こ
せ
う
こ
ん

今
次
神
社
は
聯
合
軍
司
令
部
の
指
令
に
基
き
、
其

の
國
家
宗
祀
た
る
の
制
度
は
全
廢
せ
ら
れ
、
新
に

宗
敎
法
人
令
に
よ
り
發
足
す
る
事
と
な
れ
り
。
之

が
對
策
は
吾
等
の
愼
重
考
究
を
要
す
る
と
こ
ろ
た

る
と
同
時
に
、
國
民
の
重
大
關
心
事
な
り
。
抑
ゝ

神
社
尊
崇
の
眞
義
は
惟
神
の
大
道
に
遵
ひ
人
倫
の

道
を
明
徴
に
し
、
神
恩
に
報
謝
し
祖
宗
の
神
德
を

奉
體
し
て
、
淳
厚
且
つ
忠
誠
な
る
我
が
大
和
民
族

の
精
神
氣
風
を
作
興
し
、
以
て
世
界
人
類
の
福
祉

と
平
和
と
に
寄
與
せ
ん
と
す
る
傳
統
的
信
仰
を
顯

現
昂
揚
す
る
に
在
り
。
從
つ
て
神
社
に
關
す
る
制

度
並
に
施
設
の
如
何
は
啻
に
我
等
國
民
の
日
常
生

活
に
甚
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、
道

義
日
本
の
國
際
的
地
位
を
確
立
す
る
上
に
於
て

も
、
絕
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、

こ
れ
敢
て
言
を
俟
た
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
吾
等
神

社
人
は
深
く
慮
る
と
こ
ろ
あ
り
、
世
界
の
趨
勢
と

其
の
將
来
と
に
鑑
み
、
茲
に
全
國
神
社
の
總
意
に

基
き
本
宗
と
仰
ぐ
皇
大
神
宮
の
許
に
、
全
國
神
社

を
含
む
新
團
體
を
結
成
し
、
協
力
一
致
神
社
本
來

の
使
命
達
成
に
邁
進
し
、
以
て
新
日
本
の
建
設
に

寄
與
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

右
聲
明
す

　
　
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日

　
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
、
「
神
道

指
令
」
に
よ
っ
て
神
社
神
道
は
国
家
管

理
を
離
れ
ま
し
た
。

　
神
衹
院
廃
止
、
大
日
本
神
衹
會
解
散

当
日
の
当
宮
社
務
日
誌
に
は
、
次
の
や

う
に
あ
り
ま
す
。

　
　
制
度
上
神
社
ナ
ク
、
神
職
ナ
シ

　
こ
の
一
文
か
ら
、
国
家
、
国
民
の
精

神
的
支
柱
、
結
合
の
紐
帯
で
あ
っ
た
神

社
、
さ
ら
に
は
大
神
様
の
御
心
に
添
ふ

べ
く
、
ひ
た
す
ら
神
明
奉
仕
に
勤
し
ん

で
き
た
己
を
否
定
さ
れ
た
得
も
言
へ
ぬ

虚
無
感
が
伝
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
か
く
て
、
終
戦
後
の
あ
は
た
だ
し
い

中
に
、
神
社
本
廳
は
十
万
余
の
神
社
が

一
丸
と
な
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
爾
来
、

苦
難
の
歴
史
を
新
生
へ
の
よ
き
刺
激
と

し
、
こ
の
試
練
に
よ
っ
て
一
本
立
ち
の

道
を
築
き
上
げ
て
来
ま
し
た
。

　
設
立
七
十
五
年
の
節
目
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
変
革
が
求
め
ら
れ

る
中
に
あ
っ
て
、
原
点
に
立
ち
返
り
、

協
力
一
致
、
神
社
本
来
の
使
命
達
成
に

邁
進
せ
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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皆
さ
ま
に
は
、
未
だ
終
息
を
み
せ

な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
何
か
と
ご

不
便
な
生
活
を
続
け
て
を
ら
れ
る
こ

と
と
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
ひ
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
先
日
私
は
、
宮
崎
県
立
佐
土
原
高

等
学
校
生
徒
に
日
向
神
話
と
宮
﨑
神

宮
に
つ
い
て
お
話
を
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
神
話
に
登
場
す
る
神
々
が

い
か
に
人
間
的
で
、
そ
し
て
現
在
の

我
々
の
生
活
に
も
身
近
な
存
在
で
あ

る
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
や
う
話

を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
授
業
で
郷
土
の
偉
人
高
木

兼
寛
先
生
に
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
聞
い
た
先
生
と
同
郷
で
高
岡
町

出
身
の
生
徒
か
ら
、「
先
生
が
脚
気

の
原
因
を
発
見
し
た
お
医
者
さ
ん
と

は
知
っ
て
い
た
が
、
宮
﨑
神
宮
を

造
っ
た
人
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
今
の
宮
崎
県
民
の
平
均
的

な
意
識
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
の

で
、
今
回
改
め
て
高
木
兼
寛
翁
の
ご

偉
業
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
先
生
は
、
今
の
宮
崎
市
高
岡
町
穆

佐
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
鹿
児
島
で

医
学
を
学
び
、
海
軍
省
に
仕
官
。
の

ち
英
国
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医

学
校
に
留
学
、
抜
群
の
成
績
で
卒
業

し
て
ゐ
ま
す
。
帰
朝
し
て
、
の
ち
に

は
大
日
本
帝
国
海
軍
軍
医
総
監
に
任

じ
ら
れ
ま
す
。
因
み
に
、
当
時
の
陸

軍
の
軍
医
総
監
は
森
林
太
郎
（
作
家

名
森
鴎
外
）
で
す
。
ま
た
翁
は
、
我

が
国
第
一
号
の
医
学
博
士
。
明
治
天

皇
の
侍
医
も
務
め
、
男
爵
の
爵
位
を

授
け
ら
れ
ま
し
た
。
最
も
知
ら
れ
て

ゐ
る
の
は
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

の
創
立
者
で
あ
る
こ
と
で
せ
う
。

　
当
時
の
陸
海
軍
で
は
多
く
の
兵
士

が
脚
気
に
悩
ま
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
医
学
の

東
大
医
学
部
卒
を
中
心
と
し
た
陸
軍

軍
医
は
、「
脚
気
病
菌
説
」、
伝
染
病

だ
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

イ
ギ
リ
ス
医
学
に
学
ん
だ
高
木
兼
寛

は
、
脚
気
は
軍
隊
の
米
飯
中
心
の
食

事
に
あ
る
と
し
て
、
麦
飯
も
取
り
入

れ
、
壮
大
な
航
海
実
験
の
結
果
、
病

宮﨑神宮宮司　本　部　雅　裕

因
は
栄
養
に
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

ま
し
た
。ビ
タ
ミ
ン
B
の
欠
乏
で
す
。

こ
の
食
事
改
良
で
海
軍
か
ら
は
脚
気

が
な
く
な
り
、
米
飯
を
や
め
な
い
陸

軍
は
、
の
ち
の
日
露
戦
争
ま
で
こ
の

病
気
で
苦
し
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
さ
て
高
木
翁
は
、
郷
土
宮
崎
を
、

特
に
第
一
代
神
武
天
皇
を
祀
る
宮
﨑

宮
（
の
ち
の
宮
﨑
神
宮
）
を
、
官
幣

大
社
と
し
て
も
っ
と
威
厳
の
あ
る
立

派
な
建
物
に
し
な
け
れ
ば
と
い
ふ
願

望
が
あ
り
、「
神
武
天
皇
御
降
誕
大

祭
会
」
を
設
立
し
、
自
ら
幹
事
長
の

要
職
に
就
き
ま
す
。
明
治
天
皇
か
ら

強
い
信
頼
を
得
て
ゐ
た
高
木
翁
は
、

皇
室
か
ら
の
あ
り
が
た
い
ご
内
帑
金

を
受
け
ま
す
。

　
ま
た
、
各
宮
様
方
を
は
じ
め
、
政

財
界
か
ら
も
広
く
浄
財
を
募
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
会
の
中
心
人
物

の
ひ
と
り
が
、
今
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
、
渋
沢
栄
一
で
す
。

彼
の
癌
の
手
術
を
執
刀
し
た
高
木
は

九
歳
年
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、
渋
沢

か
ら
先
生
と
呼
ば
れ
て
尊
敬
さ
れ
続

け
て
ゐ
た
と
い
ひ
ま
す
。
か
う
い
ふ

次
第
で
、
渋
沢
栄
一
を
こ
の
会
の
監

事
に
任
じ
、
広
く
財
界
の
募
財
に
当

た
ら
せ
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。

　
か
く
し
て
明
治
四
十
年
、
高
木
兼

寛
翁
の
ご
尽
力
に
よ
り
今
の
御
殿
が

完
成
し
ま
し
た
。
一
一
四
年
を
経
た

今
日
、
郷
土
の
銘
木
杉
材
（
神
社
建

築
の
主
流
は
檜
材
で
す
が
）
の
ご
本

殿
以
下
神
殿
は
、
荘
厳
で
堅
固
な
た

た
ず
ま
ひ
を
保
っ
て
ゐ
ま
す
。

　
こ
こ
に
改
め
て
、
高
木
翁
の
ご
偉

業
を
称
へ
、
ご
遺
徳
を
お
偲
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
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の
ひ
と
り
が
、
今
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
、
渋
沢
栄
一
で
す
。

彼
の
癌
の
手
術
を
執
刀
し
た
高
木
は

九
歳
年
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、
渋
沢

か
ら
先
生
と
呼
ば
れ
て
尊
敬
さ
れ
続

け
て
ゐ
た
と
い
ひ
ま
す
。
か
う
い
ふ

次
第
で
、
渋
沢
栄
一
を
こ
の
会
の
監

事
に
任
じ
、
広
く
財
界
の
募
財
に
当

た
ら
せ
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。

　
か
く
し
て
明
治
四
十
年
、
高
木
兼

寛
翁
の
ご
尽
力
に
よ
り
今
の
御
殿
が

完
成
し
ま
し
た
。
一
一
四
年
を
経
た

今
日
、
郷
土
の
銘
木
杉
材
（
神
社
建

築
の
主
流
は
檜
材
で
す
が
）
の
ご
本

殿
以
下
神
殿
は
、
荘
厳
で
堅
固
な
た

た
ず
ま
ひ
を
保
っ
て
ゐ
ま
す
。

　
こ
こ
に
改
め
て
、
高
木
翁
の
ご
偉

業
を
称
へ
、
ご
遺
徳
を
お
偲
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

参
考
文
献

吉
村
昭
著
『
白
い
航
跡
』

倉
迫
一
朝
著
『
病
気
を
診
ず
し
て
病

人
を
診
よ
ー
麦
飯
男
爵
高
木
兼
寛
の

生
涯
』

　
　
　
　

高木兼寛先生と「青天を衝け」の渋沢栄一

財
を
生
ず
る
に
大
道
あ
り

こ
れ
を
生
ず
る
者
衆
く
し
て
　
こ
れ
を
食
ら
ふ
者
寡
な
く

こ
れ
を
為
す
者
疾
く
し
て
　
こ
れ
を
用
ふ
る
者
舒
や
か
な
れ
ば

則
ち
財
恒
に
足
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
論
語

お
ほ

す
く

と

つ
ね

ゆ
る

終
は
り
を
慎
み
　
遠
き
を
追
へ
ば
　
民
の
徳
厚
き
に
帰
せ
ん
〜
論
語

渋
沢
栄
一
奉
納
書
　
大
正
癸
丑
（
二
年
）
五
月
／
宮
﨑
神
宮
蔵

高
木
兼
寛
奉
納
書
／
宮
﨑
神
宮
蔵

ようせい2 ようせい 1ご造営当時の社頭



宮崎神宮

村上三絃道

船引神楽

開場 17:00   開演 18:00

《後援》 宮崎県、公益財団法人宮崎県観光協会、宮崎市、公益社団法人宮崎市観光協会、宮崎県神社庁

《主催》 ＭＲＴ宮崎放送

《出演》 サラ・オレイン、船引神楽、村上三絃道

《特別協力》 宮崎神宮       《協力》 宮崎県護國神社、船引神楽保存会、宮崎雅楽有志会、宮崎商工会議所

《お問い合わせ》 ＭＲＴ公演事務局   0985-27-6619

《注意事項》 会場内での撮影・録音等は固くお断りいたします。会場の座席数や駐車場台数には限りがあります。できるだけ公共交通機関をご利用ください。

《テレビ特別番組》 5月16日（日） 午後2時30分 放送

《協賛》 米良企業グループ・宮崎銀行・デンサン・企業警備保障・水野屋

※ライブ配信を予定しております

《特別協賛》 

F I NA L

１／告知ポスター。２／神武東遷に因

んだ古代船「おきよ丸」も設置された。

３／宮崎雅楽会による演奏「越天楽」

「陪臚」。４／当宮巫女による「豊栄の

舞」。５／村上三弦道、サラ・オレイ

ンによる演奏。６／船引神楽（県指定

無形民俗文化財）「三笠鬼神」。

このロゴマークは、人と人が繋がり手を取り合っ

て文化が生まれていくというイメージを、水引を

モチーフにデザインしています。太古から受け継

がれてきた日本文化の素晴らしさを再認識し、新

たな文化や価値観が生まれていくことを表現して

います。

第35回国民文化祭・みやざき2020

第20回全国障害者芸術・文化祭みやざき大会

令和3年7月3日（土）～10月17日（日）

本事業は､大会応援プログラムとして開催されました。

１

２

３

４

５

６

県
内
各
地
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
神
楽
や
神
話
は
、

宮
崎
県
な
ら
で
は
の
文
化
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
宮
崎
の
誇
る
べ
き
文
化
を
照
ら

し
、
宮
崎
か
ら
日
本
に
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
発
信

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
の
生
活
は
一
変
し
、
新
た
な
生
き
方
、
暮
ら
し
方
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
べ

き
文
化
は
失
わ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
崎
県
内
に
残
る
神
楽
と
神
話
の
素
晴
ら
し
さ
、
更
に

は
そ
こ
に
息
づ
く
文
化
や
食
、
人
々
の
生
活
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
郷
土
の
誇
り
を
後
世
に
語
り
伝
え
て
い
く

一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送

日
時
　
令
和
三
年
四
月
十
七
日
（
土
）
午
後
六
時
開
演

会
場
　
宮
﨑
神
宮

主
催
　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送

出
演
　
サ
ラ
・
オ
レ
イ
ン
　
船
引
神
楽

　
　
　
村
上
三
弦
道
　
宮
崎
雅
楽
会

　「
ひ
む
か
芸
術
舞
台
」
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に

記
さ
れ
て
ゐ
る
神
々
の
系
譜
に
沿
っ
て
、
宮
崎
県
内
神

話
ゆ
か
り
の
地
に
て
開
催
す
る
神
楽
や
現
代
音
楽
等
で

構
成
さ
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
天
照
大
御
神
の
岩
戸
開
き
神
話
の
地

で
あ
る
高
千
穂
町
天
岩
戸
神
社
、
天
照
大
御
神
の
御
孫

に
あ
た
る
天
孫
降
臨
神
話
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
陵
墓

が
あ
る
と
伝
は
る
西
都
原
古
墳
群
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

の
御
子
で
あ
る
海
幸
彦
・
山
幸
彦
の
神
話
の
舞
台
で
あ

る
青
島
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
神
武
東
遷
出
発

の
地
、
山
幸
彦
の
御
孫
に
あ
た
る
神
武
天
皇
を
お
祀
り

す
る
当
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）
に
開
催

を
予
定
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
日
本
国
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

拝
観
者
も
千
数
百
名
の
予
定
で
し
た
が
、
昨
今
の
情
勢

に
鑑
み
三
百
名
と
大
幅
に
減
少
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
はyoutube

で
も
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ
、
宮
﨑
神

宮
は
も
と
よ
り
「
神
話
の
国
宮
崎
」
を
内
外
に
広
く
発

信
し
う
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ひ
む
か
芸
術
舞
台

コ
コ
か
ら
照
ラ
ス
！

FINAL

宮
崎
と
、
あ
な
た
を
、
は
る
か
な
る
夢
の
時
空
へ

ようせい4 ようせい 3
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村上三絃道
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開場 17:00   開演 18:00

《後援》 宮崎県、公益財団法人宮崎県観光協会、宮崎市、公益社団法人宮崎市観光協会、宮崎県神社庁

《主催》 ＭＲＴ宮崎放送

《出演》 サラ・オレイン、船引神楽、村上三絃道

《特別協力》 宮崎神宮       《協力》 宮崎県護國神社、船引神楽保存会、宮崎雅楽有志会、宮崎商工会議所

《お問い合わせ》 ＭＲＴ公演事務局   0985-27-6619

《注意事項》 会場内での撮影・録音等は固くお断りいたします。会場の座席数や駐車場台数には限りがあります。できるだけ公共交通機関をご利用ください。

《テレビ特別番組》 5月16日（日） 午後2時30分 放送

《協賛》 米良企業グループ・宮崎銀行・デンサン・企業警備保障・水野屋

※ライブ配信を予定しております

《特別協賛》 

F I NA L

１／告知ポスター。２／神武東遷に因

んだ古代船「おきよ丸」も設置された。

３／宮崎雅楽会による演奏「越天楽」

「陪臚」。４／当宮巫女による「豊栄の

舞」。５／村上三弦道、サラ・オレイ

ンによる演奏。６／船引神楽（県指定

無形民俗文化財）「三笠鬼神」。

このロゴマークは、人と人が繋がり手を取り合っ

て文化が生まれていくというイメージを、水引を

モチーフにデザインしています。太古から受け継

がれてきた日本文化の素晴らしさを再認識し、新

たな文化や価値観が生まれていくことを表現して

います。

第35回国民文化祭・みやざき2020

第20回全国障害者芸術・文化祭みやざき大会

令和3年7月3日（土）～10月17日（日）

本事業は､大会応援プログラムとして開催されました。

１

２

３

４

５

６

県
内
各
地
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
神
楽
や
神
話
は
、

宮
崎
県
な
ら
で
は
の
文
化
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
宮
崎
の
誇
る
べ
き
文
化
を
照
ら

し
、
宮
崎
か
ら
日
本
に
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
発
信

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
の
生
活
は
一
変
し
、
新
た
な
生
き
方
、
暮
ら
し
方
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
べ

き
文
化
は
失
わ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
崎
県
内
に
残
る
神
楽
と
神
話
の
素
晴
ら
し
さ
、
更
に

は
そ
こ
に
息
づ
く
文
化
や
食
、
人
々
の
生
活
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
郷
土
の
誇
り
を
後
世
に
語
り
伝
え
て
い
く

一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送

日
時
　
令
和
三
年
四
月
十
七
日
（
土
）
午
後
六
時
開
演

会
場
　
宮
﨑
神
宮

主
催
　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送

出
演
　
サ
ラ
・
オ
レ
イ
ン
　
船
引
神
楽

　
　
　
村
上
三
弦
道
　
宮
崎
雅
楽
会

　「
ひ
む
か
芸
術
舞
台
」
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に

記
さ
れ
て
ゐ
る
神
々
の
系
譜
に
沿
っ
て
、
宮
崎
県
内
神

話
ゆ
か
り
の
地
に
て
開
催
す
る
神
楽
や
現
代
音
楽
等
で

構
成
さ
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
天
照
大
御
神
の
岩
戸
開
き
神
話
の
地

で
あ
る
高
千
穂
町
天
岩
戸
神
社
、
天
照
大
御
神
の
御
孫

に
あ
た
る
天
孫
降
臨
神
話
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
陵
墓

が
あ
る
と
伝
は
る
西
都
原
古
墳
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ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

の
御
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で
あ
る
海
幸
彦
・
山
幸
彦
の
神
話
の
舞
台
で
あ

る
青
島
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
神
武
東
遷
出
発

の
地
、
山
幸
彦
の
御
孫
に
あ
た
る
神
武
天
皇
を
お
祀
り

す
る
当
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）
に
開
催

を
予
定
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
日
本
国
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

拝
観
者
も
千
数
百
名
の
予
定
で
し
た
が
、
昨
今
の
情
勢

に
鑑
み
三
百
名
と
大
幅
に
減
少
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
はyoutube

で
も
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ
、
宮
﨑
神

宮
は
も
と
よ
り
「
神
話
の
国
宮
崎
」
を
内
外
に
広
く
発

信
し
う
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ひ
む
か
芸
術
舞
台

コ
コ
か
ら
照
ラ
ス
！
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宮
崎
と
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な
た
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の
時
空
へ
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神武養正講社
　
講
長
に
就
任
し
て
よ
り
二
年
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

未
だ
講
員
の
皆
様
に
親
し
く
ご
挨
拶

申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
残
念

な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
は
じ
ま
り
、「
も
う
す
ぐ

二
回
目
だ
わ
」、「
一
回
目
は
筋
肉
痛

が
あ
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
早
く
肉
体
的
結
界

に
よ
り
悪
し
き
病
が
終
息
に
向
か
い
、

有
難
い
日
常
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
総
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
三
年
五

月
十
三
日
の
理
事
会
決
議
事
項
の

報
告
を
も
っ
て
、
総
会
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
に
つ
い

て
は
実
施
可
能
か
ど
う
か
は
解
り
ま

せ
ん
が
、
あ
る
程
度
の
終
息
を
見
込

ん
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
御

神
幸
祭
と
皇
居
勤
労
奉
仕
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
一
年
間
休
ん
だ
分

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
十
分
溢
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
施
の
際
に

は
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す
が
、
神

職
と
共
に
出
来
る
事
を
模
索
し
な
が

ら
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
提
案
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
く

と
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
時
節
柄
ご
自
愛
専
一
に

願
い
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ講

長
　
西
尾
　
武
彦

鳥
居
額
を
修
繕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
令
和
三
年
四
月
二
十
六
日
）

　
令
和
三
年
三
月
二
十
五
日
に
福
島
県
を
出
発
し
た
聖
火
は
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四
月
二
十
五
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に
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
、延
岡
市
、日
向
市
、高
鍋
町
、西
都
市
を
経
由
し
、

夕
刻
宮
崎
市
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
市
の
起
点
に
選
ば
れ
た
当
宮
で
は
、同
日
聖
火
の
出
発
に
先
立
ち「
東

京
五
輪
聖
火
安
全
祈
願
祭
」
を
執
り
行
ひ
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
宮
司
祝
詞
奏
上
の
後
、
先
の
昭
和
三
十
九
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
奉
祝
し
て
、女
舞
を
振
り
付
け
て
新
し
い
形
式
と
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た
「
悠
久
の
舞
」

を
奉
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、
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・
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会
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、
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者
は
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れ
に
あ
は

せ
て
拝
礼
を
行
ひ
、
恙
な
き
聖
火
の
リ
レ
ー
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
引
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続
き
同
所
に
於
い
て
の
ミ
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レ
ブ
レ
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ョ
ン
の
後
、
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火
は
約
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五
百
名
の
観
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が
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中
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、
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、
聖
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ま
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だ
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ク
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を
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る
意
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も
あ
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が
、
適
切
な
感
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対
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を
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上
で
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
掲
げ
、
皆
の
応
援
の
も
と
、
国
を
挙
げ
て
開
催

さ
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す
こ
と
を
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ま
す
。
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年
度
を
通
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
一
年
と
な
っ
た
。

▼
祭
典
は
神
武
天
皇
祭
併
講
社
大
祭
を
除
い
て
、

参
列
案
内
縮
小
。
主
に
講
長
、
副
講
長
参
列
。

▼
御
神
幸
祭

（神
武
さ
ま
）
中
止
。
但
し

「神

武
さ
ま
広
場
御
幸
の
儀
」
と
し
て
斎
行
。
▼
理
事

会
は
五
月
の
み
開
催
。
十
月
は
書
面
に
て
報
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。

理
事
初
寄
会
は
中
止
。
▼
第
四
十
七
回
皇
居
勤

労
奉
仕
団
は
二
度
申
請
す
る
も
落
選
。
七
月
に

中
止
を
決
定
し
た
。
▼
社
報
『養
正
』
二
回
配
布
。

ま
た
十
二
月
中
旬
よ
り
四
月
中
旬
ま
で
正
月
破

魔
矢
、
神
符
の
授
与
を
行
っ
た
。
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▼
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月
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日
神
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天
皇
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併
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は
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内
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の
み
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。
今
後
、
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を
通
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て
主
な

祭
典
へ参
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。
▼
理
事
会
は
三
回
開
催
予
定
。
総

会
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
理
事
会
決
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事
項
を

本
紙
面
に
て
報
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。
▼
第
四
十
七
回
皇
居
勤
労

奉
仕
団
は
、
十
一
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に
開
催
予
定
。
団
長
は
西

尾
武
彦
講
長
。
▼
社
報

『養
正
』
を
二
回
配
布
。

ま
た
、
正
月
に
破
魔
矢
、
神
符
の
授
与
を
行
う
。
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就
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永
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井
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会　計

令和３年５月13日、川越悦生、中水明美両監事に監査を受けました。

一般会計決算及び予算
令和３年度

予算額

令和２年度

決算額

令和３年度

予算額

（歳　入）
諸収入 721,502 910,862
　　講費収入 687,500 865,000 講員５区分
　　受取利息 2 10 普通預金利息
　　雑収入 34,000 45,852 寄附金他
前期繰越 584,563 589,138

歳入計 1,306,065 1,500,000
（歳　出）
講社費 666,927 1,105,000
　　事業費 431,704 450,000 神徳宣揚費 他
　　会議費 22,560 150,000 総会、理事会費
　　本部費 141,246 370,000 奉仕団諸費、通信費他
　　交通費 0 5,000
　　御神幸祭費 71,417 100,000 直会費　他
　　予備費 0 30,000
式年遷宮積立金支出 50,000 50,000 第63回神宮式年遷宮
次期繰越 589,138 345,000

歳出計 1,306,065 1,500,000

科目 備考

一般会計次期繰越金
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な
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当
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の
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で
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、
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令和３年５月13日、川越悦生、中水明美両監事に監査を受けました。
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予算額

（歳　入）
諸収入 721,502 910,862
　　講費収入 687,500 865,000 講員５区分
　　受取利息 2 10 普通預金利息
　　雑収入 34,000 45,852 寄附金他
前期繰越 584,563 589,138

歳入計 1,306,065 1,500,000
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講社費 666,927 1,105,000
　　事業費 431,704 450,000 神徳宣揚費 他
　　会議費 22,560 150,000 総会、理事会費
　　本部費 141,246 370,000 奉仕団諸費、通信費他
　　交通費 0 5,000
　　御神幸祭費 71,417 100,000 直会費　他
　　予備費 0 30,000
式年遷宮積立金支出 50,000 50,000 第63回神宮式年遷宮
次期繰越 589,138 345,000

歳出計 1,306,065 1,500,000

科目 備考

一般会計次期繰越金
区分 残高

現金 134,513
郵便振替 238,164
普通預金 216,461
合　計 589,138

積立金会計決算
区分 金額

受取利息 1,059
前期繰越金 10,876,967
合　計 10,878,026

金額
遷宮積立金会計決算

区分 金額
前期繰越 300,009
受取利息 2
繰入金収入 50,000
合　計 350,011
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◆
正
式
参
拝
・
団
体
祈
願 

◆

 

　
一
月
　
　
一
日
　
宮
﨑
神
宮
氏
子
青
年
会
正
式
参
拝

　
　
　
　
　
一
日
　
年
頭
参
拝
一
六
七
社
（
一
月
三
十
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
二
日
　
神
事
流
鏑
馬
射
手
稽
古
始
正
式
参
拝

　
　
　
　
　
八
日
　
（
公
社
）
宮
崎
労
働
基
準
協
会
産
業
安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
二
十
日
　
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎
必
勝
祈
願

　
　
　
三
十
一
日
　
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
必
勝
祈
願

　
二
月
　
　
一
日
　
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
崎
県
本
部
目
標
達
成

　
　
　
　
　
　
　
　
祈
願
祭

　
　
　
　
十
六
日
　
㈱
志
多
組
安
全
祈
願

　
　
　
　
十
六
日
　
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
マ
ン
ゴ
ー
部
会
マ
ン
ゴ
ー
初
出
荷
奉
告
祭

　
　
　
　
十
六
日
　
㈲
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
高
野
商
売
繁
盛
祈
願

　
　
　
二
十
五
日
　
三
共
サ
ー
ビ
ス
㈱
安
全
祈
願

　
三
月
　
　
一
日
　
宮
崎
市
消
防
団
防
火
祈
願
祭

　
　
　
　
　
九
日
　
㈱
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
正
式
参
拝

　
　
　
　
十
一
日
　
大
宮
熱
田
神
社
宮
司
山
田
充
春
氏
正
式
参
拝

　
　
　
　
十
三
日
　
宮
崎
日
機
装
㈱
社
運
隆
昌
祈
願

　
　
　
二
十
二
日
　
三
桜
電
気
工
業
㈱
安
全
祈
願

　
　
　
二
十
六
日
　
宮
崎
交
通
㈱
宮
崎
観
光
県
内
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
正
式
参
拝

　
　
　
　
三
十
日
　
㈱
増
田
工
務
店
安
全
祈
願

　
　
　
　
三
十
日
　
㈱
タ
イ
コ
ー
安
全
祈
願

　
　
　
　
三
十
日
　
㈱
日
向
屋
安
全
祈
願

　
　
　
三
十
一
日
　
㈱
九
州
建
設
サ
ポ
ー
ト
社
運
隆
昌
祈
願

　
四
月
　
　
一
日
　
㈱
テ
レ
ビ
宮
崎
安
全
祈
願

　
　
　
　
　
一
日
　
テ
レ
ビ
宮
崎
商
事
㈱
安
全
祈
願

　
　
　
　
　
一
日
　
宮
崎
太
陽
銀
行
安
全
祈
願

　
　
　
　
　
一
日
　
㈱
九
州
エ
ナ
ジ
ー
安
全
祈
願

　
　
　
　
　
一
日
　
宮
崎
電
子
機
器
㈱
安
全
祈
願

　
　
　
　
　
一
日
　
㈱
シ
ス
テ
ム
開
発
安
全
祈
願

　
　
　
　
　
三
日
　
大
宮
Ｆ
Ｃ
安
全
祈
願

　
　
　
　
　
五
日
　
喜
々
津
阿
蘇
神
社
宮
司
大
島
大
明
氏
正
式
参
拝

　
　
　
　
　
八
日
　
小
林
高
等
学
校
第
四
回
卒
業
美
女
会
米
寿
祈
願

　
　
　
　
　
九
日
　
㈱
リ
ク
リ
ア
安
全
祈
願

　
四
月
　
　
九
日
　
宮
崎
交
通
㈱
宮
崎
観
光
県
内
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
正
式
参
拝

　
　
　
　
十
三
日
　
宮
﨑
神
宮
敬
神
婦
人
会
正
式
参
拝

　
　
　
　
十
四
日
　
宮
崎
商
工
会
議
所
青
年
部
安
全
祈
願

　
　
　
　
十
九
日
　
宮
崎
県
神
社
庁
宮
崎
市
支
部
正
式
参
拝

　
　
　
　
十
九
日
　
レ
ヴ
ィ
ア
ス
㈱
安
全
祈
願

　
　
　
　
二
十
日
　
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
宮
崎
営
業
所
安
全
祈
願

　
　
　
二
十
一
日
　
宮
崎
県
神
道
青
年
会
正
式
参
拝

　
　
　
二
十
六
日
　
江
坂
設
備
工
業
㈱
安
全
祈
願

　
　
　
二
十
七
日
　
㈱
宮
崎
オ
ノ
デ
ン
社
運
隆
昌
祈
願

　
　
　
二
十
七
日
　
樋
口
産
商
㈱
社
運
隆
昌
祈
願

　
　
　
二
十
九
日
　
Ｃ
Ｂ
３
６
会
還
暦
祈
願

　
五
月
　
　
十
日
　
宮
交
グ
ル
ー
プ
創
立
記
念
奉
告
祭

　
　
　
　
十
三
日
　
㈱
鈴
花
都
城
店
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
健
康
祈
願

　
　
　
　
十
八
日
　
㈻
青
叡
舎
学
院
業
務
隆
昌
祈
願

　
　
　
二
十
五
日
　
㈱
フ
カ
ベ
エ
ッ
グ
社
運
隆
昌
祈
願

　
　
　
　
三
十
日
　
宮
﨑
神
宮
宮
童
正
式
参
拝
〜
委
嘱
式

　
本
年
の
初
詣
は
、
全
国
の
多
く
の
神
社
に
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
正
月
三
ヶ
日
に
限
ら
ず
分
散
で
の
参
拝
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
宮
に
お
い
て
も
、
正
月
事
始
め
の
日
に
あ
た
る
令
和
二
年
十
二
月
十
三
日

に
宮
﨑
日
日
新
聞
紙
面
に
広
告
掲
載
、
ま
た
年
末
よ
り
破
魔
矢
、
熊
手
、
干
支

の
置
物
等
の
縁
起
物
の
授
与
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
御
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
参
拝
者
数
は
十
二
月
は
増
加
、
正
月
三
ヶ
日
は
一
四
三
、

〇
〇
〇
人
（
前
年
比
一
二
〇
、
〇
〇
〇
人
減
）
と
な
り
、
密
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
渦
に
あ
っ
て
外
出
を
自
粛
す
る
昨
今
の

情
勢
に
よ
り
、
相
対
的
な
初
詣
数
や
厄
祓
等
の
祈
願
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
か
か
る
中
に
あ
っ
て
、
当
宮
と
致
し
ま
し
て
は
今
一
度
、
古
き
良
き
習
慣
で

あ
る
一
年
の
節
目
の
正
月
、
ま
た
人
生
の
節
目
の
厄
年
等
に
お
け
る
神
詣
の
意

義
の
教
化
に
努
め
た
く
存
じ
ま
す
。
有
難
い
日
常
が
戻
り
、
皆
様
方
に
変
は
ら

ぬ
心
で
お
参
り
い
た
だ
き
、
社
頭
賑
は
ふ
年
の
始
め
と
し
た
い
も
の
で
す
。

令和３年１月～令和３年５月 みいづを仰ぐ

◆
令
和
三
年
初
詣
～
新
た
な
様
式
変
は
ら
ぬ
心
で
～ 

◆

上／椎浩紀氏（宮崎西高）による奉納揮毫 (２月 11日／紀元祭 )
下／浦安の舞奉奏（２月17日／祈年祭）

大太鼓奉納者清水満雄 ・久美子氏夫妻に感謝状贈呈（２月 23日）

一
月
　
　
一
日
　
歳
旦
祭
　
夕
御
饌
始
祭
　
氏
子
青
年
会
新
春
禊
中
止
　

　
　
　
　
　
　
　
新
春
奉
納
揮
毫
作
品
展
（
五
二
三
点
）
於
徴
古
館
（
十
五
日
迄
）

　
　
　
　
二
日
　
大
御
饌
祭
　
新
春
奉
納
芸
能
中
止
　
流
鏑
馬
稽
古
始

　
　
　
　
三
日
　
元
始
祭
　
新
春
奉
納
芸
能
中
止
　

　
　
　
　
七
日
　
昭
和
天
皇
祭
遙
拝

　
　
　
十
一
日
　
成
人
祭
　
元
服
式
三
月
に
延
期
　

　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
九
回
新
春
奉
納
揮
毫
作
品
展
表
彰
式
　
於
社
務
所

二
月
　
　
一
日
　
宮
崎
空
港
ビ
ル
五
所
稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　
　
二
日
　
節
分
祭
　
追
儺
行
事
中
止

　
　
　
　
十
日
　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
五
所
稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　
十
一
日
　
紀
元
祭
　
椎
浩
紀
氏
奉
納
揮
毫
　
奉
納
日
本
剣
道
形
中
止

　
　
　
　
　
　
　 

奉
祝
式
典（
日
本
会
議
主
催
）　
奉
祝
四
半
的
大
会
中
止

　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
五
回
建
国
記
念
の
日
奉
祝
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
中
止

　
　
　
十
七
日
　
祈
年
祭
　
御
稲
種
頒
種
行
事

二
月
　
十
八
日
　
摂
末
社
祈
年
祭

　
　
二
十
三
日
　
天
長
祭
併
大
太
鼓
奉
納
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　※

㈱
オ
リ
ン
ピ
ア
（
日
南
市
）
清
水
満
雄
・
久
美
子
氏
奉
納

二
月
二
十
五
日
　
摂
社
破
魔
矢
祭
（
旧
正
月
十
四
日
）
　※

み
あ
が
り
の
儀
縮
小

三
月
　
　
三
日
　
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
　※

月
次
祭
に
併
せ
て
　
　

　
　
　
十
四
日
　
元
服
式
（
烏
帽
子
親
　
小
山
田
敏
氏
・
元
服
者
七
名
）

　
　
　
二
十
日
　
春
季
皇
霊
祭
遙
拝
　
春
分
祭

　
　
二
十
三
日
　
末
社
初
午
祭
（
旧
初
午
）

四
月
　
　
二
日
　
神
事
流
鏑
馬
川
原
祓
の
儀
　※

雨
天
の
た
め
行
列
中
止

　
　
　
　
三
日
　
神
武
天
皇
祭
遙
拝
　
神
武
天
皇
祭
併
神
武
養
正
講
社
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
神
事
流
鏑
馬
　※

雨
天
の
た
め
本
儀
の
み
中
止

　
　
二
十
五
日
　
東
京
五
輪
聖
火
安
全
祈
願
祭

　
　
二
十
九
日
　
昭
和
祭

五
月
　
十
四
日
　
御
衣
祭
（
市
呉
服
商
有
志
協
力
　
御
衣
司
　
宮
下
繁
一
郎
氏
）

六
月
　
　
二
日
　
献
茶
祭
（
県
茶
商
連
合
会
協
力
　
献
茶
司
　
黒
木
信
吾
氏
）

　
　
　
　
五
日
　
御
田
植
祭
　
於
御
神
田
（
田
長
　
秦
安
廣
氏
）

　
　
　
三
十
日
　
古
神
符
焼
納
祭
　
夏
越
大
祓
　
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

毎
月
三
日
　
月
次
祭
（
一
・
四
月
を
除
く
）
　
毎
月
十
五
日
　
講
社
月
次
祭

※

各
祭
典
に
併
せ
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
鎮
静
祈
願
詞
奏
上

※

事
由
の
記
載
な
き
各
種
中
止
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
も
の

令和３年１月～令和３年６月 みいづを仰ぐ

予定してゐたすべての祭典を厳守裡に執り行ひ

ましたが、例年多くの方々にご参列いただく紀

元祭をはじめとして祈年祭等は、情勢に鑑み案

内を縮小致しました。

また、神事流鏑馬は感染症対策を施した上で執

り行ふ予定でしたが、生憎の天気により川原祓

行列及び流鏑馬本儀は、やむなく中止となりま

した。

コロナ禍のまつり

祭典･奉納行事
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﨑
神
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日
　
宮
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商
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青
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安
全
祈
願

　
　
　
　
十
九
日
　
宮
崎
県
神
社
庁
宮
崎
市
支
部
正
式
参
拝

　
　
　
　
十
九
日
　
レ
ヴ
ィ
ア
ス
㈱
安
全
祈
願

　
　
　
　
二
十
日
　
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
宮
崎
営
業
所
安
全
祈
願

　
　
　
二
十
一
日
　
宮
崎
県
神
道
青
年
会
正
式
参
拝

　
　
　
二
十
六
日
　
江
坂
設
備
工
業
㈱
安
全
祈
願

　
　
　
二
十
七
日
　
㈱
宮
崎
オ
ノ
デ
ン
社
運
隆
昌
祈
願

　
　
　
二
十
七
日
　
樋
口
産
商
㈱
社
運
隆
昌
祈
願

　
　
　
二
十
九
日
　
Ｃ
Ｂ
３
６
会
還
暦
祈
願

　
五
月
　
　
十
日
　
宮
交
グ
ル
ー
プ
創
立
記
念
奉
告
祭

　
　
　
　
十
三
日
　
㈱
鈴
花
都
城
店
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
健
康
祈
願

　
　
　
　
十
八
日
　
㈻
青
叡
舎
学
院
業
務
隆
昌
祈
願

　
　
　
二
十
五
日
　
㈱
フ
カ
ベ
エ
ッ
グ
社
運
隆
昌
祈
願

　
　
　
　
三
十
日
　
宮
﨑
神
宮
宮
童
正
式
参
拝
〜
委
嘱
式

　
本
年
の
初
詣
は
、
全
国
の
多
く
の
神
社
に
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
正
月
三
ヶ
日
に
限
ら
ず
分
散
で
の
参
拝
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
宮
に
お
い
て
も
、
正
月
事
始
め
の
日
に
あ
た
る
令
和
二
年
十
二
月
十
三
日

に
宮
﨑
日
日
新
聞
紙
面
に
広
告
掲
載
、
ま
た
年
末
よ
り
破
魔
矢
、
熊
手
、
干
支

の
置
物
等
の
縁
起
物
の
授
与
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
御
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
参
拝
者
数
は
十
二
月
は
増
加
、
正
月
三
ヶ
日
は
一
四
三
、

〇
〇
〇
人
（
前
年
比
一
二
〇
、
〇
〇
〇
人
減
）
と
な
り
、
密
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
渦
に
あ
っ
て
外
出
を
自
粛
す
る
昨
今
の

情
勢
に
よ
り
、
相
対
的
な
初
詣
数
や
厄
祓
等
の
祈
願
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
か
か
る
中
に
あ
っ
て
、
当
宮
と
致
し
ま
し
て
は
今
一
度
、
古
き
良
き
習
慣
で

あ
る
一
年
の
節
目
の
正
月
、
ま
た
人
生
の
節
目
の
厄
年
等
に
お
け
る
神
詣
の
意

義
の
教
化
に
努
め
た
く
存
じ
ま
す
。
有
難
い
日
常
が
戻
り
、
皆
様
方
に
変
は
ら

ぬ
心
で
お
参
り
い
た
だ
き
、
社
頭
賑
は
ふ
年
の
始
め
と
し
た
い
も
の
で
す
。

令和３年１月～令和３年５月 みいづを仰ぐ

◆
令
和
三
年
初
詣
～
新
た
な
様
式
変
は
ら
ぬ
心
で
～ 

◆

上／椎浩紀氏（宮崎西高）による奉納揮毫 (２月 11日／紀元祭 )
下／浦安の舞奉奏（２月17日／祈年祭）

大太鼓奉納者清水満雄 ・久美子氏夫妻に感謝状贈呈（２月 23日）

一
月
　
　
一
日
　
歳
旦
祭
　
夕
御
饌
始
祭
　
氏
子
青
年
会
新
春
禊
中
止
　

　
　
　
　
　
　
　
新
春
奉
納
揮
毫
作
品
展
（
五
二
三
点
）
於
徴
古
館
（
十
五
日
迄
）

　
　
　
　
二
日
　
大
御
饌
祭
　
新
春
奉
納
芸
能
中
止
　
流
鏑
馬
稽
古
始

　
　
　
　
三
日
　
元
始
祭
　
新
春
奉
納
芸
能
中
止
　

　
　
　
　
七
日
　
昭
和
天
皇
祭
遙
拝

　
　
　
十
一
日
　
成
人
祭
　
元
服
式
三
月
に
延
期
　

　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
九
回
新
春
奉
納
揮
毫
作
品
展
表
彰
式
　
於
社
務
所

二
月
　
　
一
日
　
宮
崎
空
港
ビ
ル
五
所
稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　
　
二
日
　
節
分
祭
　
追
儺
行
事
中
止

　
　
　
　
十
日
　
Ｍ
Ｒ
Ｔ
五
所
稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　
十
一
日
　
紀
元
祭
　
椎
浩
紀
氏
奉
納
揮
毫
　
奉
納
日
本
剣
道
形
中
止

　
　
　
　
　
　
　 

奉
祝
式
典（
日
本
会
議
主
催
）　
奉
祝
四
半
的
大
会
中
止

　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
五
回
建
国
記
念
の
日
奉
祝
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
中
止

　
　
　
十
七
日
　
祈
年
祭
　
御
稲
種
頒
種
行
事

二
月
　
十
八
日
　
摂
末
社
祈
年
祭

　
　
二
十
三
日
　
天
長
祭
併
大
太
鼓
奉
納
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　※

㈱
オ
リ
ン
ピ
ア
（
日
南
市
）
清
水
満
雄
・
久
美
子
氏
奉
納

二
月
二
十
五
日
　
摂
社
破
魔
矢
祭
（
旧
正
月
十
四
日
）
　※

み
あ
が
り
の
儀
縮
小

三
月
　
　
三
日
　
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
　※

月
次
祭
に
併
せ
て
　
　

　
　
　
十
四
日
　
元
服
式
（
烏
帽
子
親
　
小
山
田
敏
氏
・
元
服
者
七
名
）

　
　
　
二
十
日
　
春
季
皇
霊
祭
遙
拝
　
春
分
祭

　
　
二
十
三
日
　
末
社
初
午
祭
（
旧
初
午
）

四
月
　
　
二
日
　
神
事
流
鏑
馬
川
原
祓
の
儀
　※

雨
天
の
た
め
行
列
中
止

　
　
　
　
三
日
　
神
武
天
皇
祭
遙
拝
　
神
武
天
皇
祭
併
神
武
養
正
講
社
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
神
事
流
鏑
馬
　※

雨
天
の
た
め
本
儀
の
み
中
止

　
　
二
十
五
日
　
東
京
五
輪
聖
火
安
全
祈
願
祭

　
　
二
十
九
日
　
昭
和
祭

五
月
　
十
四
日
　
御
衣
祭
（
市
呉
服
商
有
志
協
力
　
御
衣
司
　
宮
下
繁
一
郎
氏
）

六
月
　
　
二
日
　
献
茶
祭
（
県
茶
商
連
合
会
協
力
　
献
茶
司
　
黒
木
信
吾
氏
）

　
　
　
　
五
日
　
御
田
植
祭
　
於
御
神
田
（
田
長
　
秦
安
廣
氏
）

　
　
　
三
十
日
　
古
神
符
焼
納
祭
　
夏
越
大
祓
　
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

毎
月
三
日
　
月
次
祭
（
一
・
四
月
を
除
く
）
　
毎
月
十
五
日
　
講
社
月
次
祭

※

各
祭
典
に
併
せ
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
鎮
静
祈
願
詞
奏
上

※

事
由
の
記
載
な
き
各
種
中
止
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
も
の

令和３年１月～令和３年６月 みいづを仰ぐ

予定してゐたすべての祭典を厳守裡に執り行ひ

ましたが、例年多くの方々にご参列いただく紀

元祭をはじめとして祈年祭等は、情勢に鑑み案

内を縮小致しました。

また、神事流鏑馬は感染症対策を施した上で執

り行ふ予定でしたが、生憎の天気により川原祓

行列及び流鏑馬本儀は、やむなく中止となりま

した。

コロナ禍のまつり

祭典･奉納行事
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■ 

令
和
三
年
三
月
　
兼
題
﹁
友
﹂

天

　
　友
禅
の
絵
付
師
に
な
る
夢
捨
て
き
れ
ず

　桜
蘂
ふ
る
京
に
降
り
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　桑
原

　淑
子

地
　肩
寄
せ
あ
ひ
月
光
ソ
ナ
タ
聴
き
し
友

　逝
き
て
し
ま
へ
り
春
の
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

人
　病
み
つ
つ
も
ふ
る
さ
と
宮
﨑
に
版
画
展

　開
き
し
友
の
春
待
た
ず
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　徳
永
さ
ち
子

秀
逸　再

会
を
約
し
別
れ
し
あ
の
友
の

　卦
報
の
便
り
今
朝
の
ポ
ス
ト
に

　
　
　
　
　
　
　南
九
州
市

　赤
坂
よ
し
子

　真
剣
に
友
ら
と
学
び
語
り
合
ひ
し

　合
宿
の
日
々
今
も
支
へ
に

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

佳
作　わ

が
庭
に
二
本
の
松
を
植
ゑ
く
れ
し

　亡
夫
の
友
も
逝
き
て
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

　水
害
で
荒
れ
し
田
圃
に
真
向
か
い
て

　友
は
営
農
の
熱
き
意
志
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　熊
本
市

　松
山

　浩
一

　定
め
と
は
悟
り
し
も
の
の
悲
し
か
り

　帰
ら
ぬ
友
の
年
毎
に
増
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　松
久

　寅
雄

選
者
詠

　学
友
に
主
婦
友
老
い
て
は
歌
の
友

　わ
が
過
ぎ
ゆ
き
の
し
あ
は
せ
思
ふ

■ 

令
和
三
年
四
月
　
兼
題
﹁
菫
﹂　

天

　
　春
浅
き
野
に
愛
ら
し
き
野
菫
を

　避
け
つ
つ
母
と
野
芹
摘
み
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　鐘
ヶ
江
和
貴

地
　ス
ミ
レ
咲
く
畔
に
あ
が
り
て
早
乙
女
は

　汗
ぬ
ぐ
ひ
た
り
菅
笠
と
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　日
南
市

　黒
岩

　昭
彦

人
　赤
人
の
す
み
れ
摘
み
に
と
詠
み
し
歌

　口
ず
さ
み
つ
つ
春
の
野
を
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

秀
逸　お

そ
ろ
ひ
の
菫
の
色
の
頬
紅
を

　さ
し
て
舞
ひ
た
る
悠
久
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
　綾
町

　
　松
元

　由
茉

　
　
　
　

　日
だ
ま
り
の
茅
野
に
め
で
し
ス
ミ
レ
草

　今
も
咲
く
ら
む
夫
の
し
の
ば
る

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

佳
作　「パ

パ
見
て
」
と
吾
子
が
差
し
出
す
そ
の
手
に
は

　す
み
れ
の
花
の
に
ぎ
ら
れ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　出
光

　弘
忠

　　今
少
し
朝
露
の
こ
る
畦
径
を

　萌
ゆ
る
菫
に
声
か
け
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　西
都
市

　渡
邊

　経
子

　　
選
者
詠

　放
課
後
の
木
陰
に
集
ひ
歌
ひ
し
か

　宝
塚
歌
劇
の
「
菫
の
花
咲
く
頃
」

■ 

令
和
三
年
五
月
　
兼
題
﹁
空
﹂

天

　
　迎
え
火
を
焚
き
終
へ
し
と
き
西
空
を

　飛
行
機
雲
が
な
が
く
の
び
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

地
　つ
ば
く
ら
め
飛
び
来
し
空
を
仰
ぎ
つ
つ

　幼
な
と
歩
む
桜
咲
く
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　倉
敷
市

　萩
原

　節
子

人
　開
通
せ
し
新
小
戸
之
橋
密
を
さ
け

　渡
り
初
め
す
る
雨
空
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

秀
逸

　
　

　一
片
の
雲
な
き
四
月
の
青
空
へ

　昇
り
逝
き
た
り
け
む
り
の
父
は

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　鐘
ヶ
江
和
貴

　ぽ
っ
か
り
と
イ
エ
ロ
ー
ム
ー
ン
の
満
月
が

　西
空
低
く
今
し
ず
ま
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　右
松
多
恵
子

佳
作　朝

な
さ
な
お
経
唱
へ
し
母
の
声

　空
寝
を
し
つ
つ
聞
き
し
か
の
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

　白
球
を
追
ひ
て
夏
空
グ
ラ
ン
ド
に

　若
き
ら
の
声
響
き
渡
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　出
光

　弘
忠

　家
並
み
の
は
ざ
ま
の
空
の
茜
色

　今
朝
の
歩
み
は
坂
の
上
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

選
者
詠

　

　夕
餉
終
へ
南
の
空
に
蠍
座
を

　子
ら
と
探
し
し
も
遠
く
な
り
に
き

　◆ 
氏
子
青
年
会
新
会
長
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　横
山
雄
一
郎

　
　宮
﨑
神
宮
氏
子
青
年
会
会
長
を
委
嘱

　
　し
ま
す

　
　
　
　自

　令
和
三
年
四
月

　
　一
日

　
　
　
　至

　令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　
　宮
﨑
神
宮
氏
子
青
年
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　横
山
雄
一
郎

　
　神
社
規
則
第
十
六
条
の
規
定
に
従
っ
て

　
　本
神
社
の
総
代
を
委
嘱
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　◆ 

職 

員 

動 

向

　
　【本
庁
辞
令
】

　
　

　
　
　宮
﨑
神
宮
権
禰
宜

　石
塚

　和
也

　
　宮
﨑
神
宮
禰
宜
に
任
ず
る

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　
　

　
　【社
内
辞
令
】

　
　
　
　
　
　
　
　巫
女

　猪
俣

　采
夏

　
　
　
　
　
　
　
　巫
女

　福
留
明
日
香

　
　願
に
依
り
そ
の
職
を
免
ず
る

　
　
　
　
　（令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
原

　鈴
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　河
野
杏
実
果

　
　巫
女
見
習
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　巫
女
見
習

　篠
原

　鈴
菜

　
　
　
　
　
　巫
女
見
習

　河
野
杏
実
果

　
　巫
女
を
命
ず
る

　
　祭
儀
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
五
月
一
日
）

■ 

令
和
二
年
十
二
月
　
兼
題
﹁
帰
﹂　

天
　定
刻
の
父
の
帰
宅
に
あ
つ
あ
つ
の

　飫
肥
天
揚
げ
て
母
は
待
ち
ゐ
き

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　桑
原

　淑
子

地
　拉
致
さ
れ
し
同
胞
い
ま
だ
ふ
る
さ
と
に

　帰
り
来
ず
し
て
こ
の
冬
も
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

人
　帰
り
急
ぐ
孫
の
車
を
止
め
な
が
ら

　掘
り
た
て
の
大
根
数
本
も
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

秀
逸　電

灯
の
笠
を
掃
除
し
障
子
を
貼
り

　嫁
帰
り
ゆ
く
ま
た
来
ま
す
ね
と

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

　夕
陽
受
け
塒
に
帰
る
鳥
の
群
れ

　時
折
り
聞
こ
ゆ
鳴
き
声
淋
し

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　松
久

　寅
雄

佳
作　三

年
半
の
ソ
連
抑
留
よ
り
帰
り
し
兄

　迎
へ
し
母
の
涙
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　延
岡
市

　喜
多

　昭
子

　帰
郷
し
て
日
向
こ
と
ば
に
戻
り
し
と

　東
北
な
ま
り
の
友
は
笑
顔
に

　
　
　
　
　
　
　
　日
南
市

　黒
岩

　昭
彦

　玄
関
を
開
く
る
や
否
や
お
帰
り
の

　息
子
の
声
に
笑
み
の
こ
ぼ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　出
光

　弘
忠

選
者
詠

　年
の
瀬
に
幼
ら
を
連
れ
帰
る
日
を

　直
に
待
ち
ゐ
し
父
の
面
影

■ 

令
和
三
年
一
月
　
兼
題
﹁
便
﹂　

天
　学
生
時
の
現
金
封
筒
う
れ
し
か
り
き

　便
箋
一
枚
の
父
の
便
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　鐘
ヶ
江
和
貴

 

地　コ
ロ
ナ
禍
と
疎
遠
を
侘
び
て
届
き
し
は

　共
に
老
い
た
る
友
よ
り
の
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　西
都
市

　加
藤

　健
二

 

人

　
　川
の
面
に
た
ゆ
た
ふ
鴨
ら
描
き
そ
へ
て

　帰
れ
ざ
る
子
に
ふ
る
さ
と
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

秀
逸　一

人
居
の
我
を
気
づ
か
う
孫
娘

　今
宵
も
声
の
便
り
が
届
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　和
田

　洋
子

　正
月
を
帰
れ
ぬ
孫
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に

　負
け
ず
暮
ら
せ
と
励
ま
す
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　西
都
市

　渡
邊

　経
子   

佳
作　久

び
さ
の
宅
急
便
は
三
股
よ
り
の

　竹
皮
に
包
め
る
友
の
あ
く
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

　大
空
に
舞
い
上
が
り
ゆ
く
羽
田
便

　帰
れ
ぬ
故
郷
へ
の
想
い
を
託
す

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　永
吉

　寛
行

　初
春
の
賀
状
の
便
り
に
小
さ
き
字
で

　お
元
気
で
す
か
の
添
書
き
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
ふ
さ
を

選
者
詠

　捨
て
が
た
き
学
生
時
代
の
父
母
の

　便
り
イ
ン
ク
の
色
の
褪
せ
て
残
れ
り

■ 

令
和
三
年
二
月
　
兼
題
﹁
椿
﹂

天
　あ
か
つ
き
の
椿
岬
に
夫
と
立
ち

　日
の
出
待
ち
に
き
遥
か
な
り
し
日

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

地
　ビ
ル
蔭
に
な
り
た
る
庭
の
白
椿

　夫
植
ゑ
て
三
十
年
を
清
す
が
と
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　徳
永
さ
ち
子

人

　
　た
つ
ぷ
り
と
椿
油
の
し
み
こ
み
し

　祖
母
の
つ
げ
櫛
あ
め
色
に
照
る

　
　
　
　
　
　
　
　船
橋
市

　森
中

　香
織

秀
逸　今

年
も
乙
女
椿
に
逢
ひ
た
し
と

　友
と
巡
り
ぬ
久
留
米
つ
ば
き
園
を

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　友
枝

　清
子

　落
ち
て
く
る
紅
の
椿
み
つ
め
つ
つ

　亡
夫
と
植
ゑ
た
る
遠
き
日
想
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

佳
作　里

山
よ
り
取
り
来
し
椿
こ
の
冬
も

　独
り
の
庭
に
ひ
そ
と
咲
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

　藪
椿
の
厚
き
葉
裏
に
白
き
蛾
は

　寒
波
を
耐
ふ
る
や
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　熊
本
市

　松
山

　浩
一

　
　
　
　
　

　在
り
し
日
に
父
の
手
植
え
し
寒
椿

　今
も
残
り
ぬ
父
の
ぬ
く
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　桑
原

　淑
子

選
者
詠

　め
ぐ
り
に
は
椿
植
ゑ
む
と
梅
雨
の
頃

　夫
は
挿
し
木
を
試
み
て
ゐ
き

献 

詠 

短 

歌

■ 

令
和
二
年
被
表
彰
者

　成
績
優
秀
者
に
対
し
、
選
者
よ
り
推

薦
を
受
け
て
表
彰
を
行
ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　宮
﨑
神
宮
賞

　黒
木

　和
子

　
　
　
　選

　者

　賞

　桑
原

　淑
子

■ 

献
詠
募
集
　
選
者
　
堀
家
博
子

　ハ
ガ
キ
に
楷
書
で
丁
寧
に
一
首
と

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

宮
﨑
神
宮
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

令
和
三
年
兼
題

　
　七
月

　藍

　
　

 

八
月

　
　渚

　
　九
月

　絵

　
　

 

十
月

　
　秋
桜

　十
一
月

　石
蕗

　十
二
月 

　街

　

※

毎
月
五
日
締
切

　

※

選
考
結
果
は
毎
月
末
に
応
募
者

　
　宛
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

■ 

問
ひ
合
せ
先

　宮
﨑
神
宮
献
詠
短
歌
会
事
務
局

　電
話
〇
九
八
五
（
二
七
）
四
〇
〇
四

　
　
　
　担
当

　須
田

　出
光

　松
元

　「
宮
﨑
神
宮
献
詠
短
歌
会
」
は
、

昭
和
十
六
年
三
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
爾
来
八
十
年
の
長
き
に
亘
り
、

三
十
一
文
字
に
思
ひ
を
込
め
て
献
歌

し
て
き
ま
し
た
。

’’

’’
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令
和
三
年
一
月
か
ら

令
和
三
年
六
月
ま
で



■ 
令
和
三
年
三
月
　
兼
題
﹁
友
﹂

天

　
　友
禅
の
絵
付
師
に
な
る
夢
捨
て
き
れ
ず

　桜
蘂
ふ
る
京
に
降
り
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　桑
原

　淑
子

地
　肩
寄
せ
あ
ひ
月
光
ソ
ナ
タ
聴
き
し
友

　逝
き
て
し
ま
へ
り
春
の
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

人
　病
み
つ
つ
も
ふ
る
さ
と
宮
﨑
に
版
画
展

　開
き
し
友
の
春
待
た
ず
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　徳
永
さ
ち
子

秀
逸　再

会
を
約
し
別
れ
し
あ
の
友
の

　卦
報
の
便
り
今
朝
の
ポ
ス
ト
に

　
　
　
　
　
　
　南
九
州
市

　赤
坂
よ
し
子

　真
剣
に
友
ら
と
学
び
語
り
合
ひ
し

　合
宿
の
日
々
今
も
支
へ
に

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

佳
作　わ

が
庭
に
二
本
の
松
を
植
ゑ
く
れ
し

　亡
夫
の
友
も
逝
き
て
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

　水
害
で
荒
れ
し
田
圃
に
真
向
か
い
て

　友
は
営
農
の
熱
き
意
志
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　熊
本
市

　松
山

　浩
一

　定
め
と
は
悟
り
し
も
の
の
悲
し
か
り

　帰
ら
ぬ
友
の
年
毎
に
増
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　松
久

　寅
雄

選
者
詠

　学
友
に
主
婦
友
老
い
て
は
歌
の
友

　わ
が
過
ぎ
ゆ
き
の
し
あ
は
せ
思
ふ

■ 

令
和
三
年
四
月
　
兼
題
﹁
菫
﹂　

天

　
　春
浅
き
野
に
愛
ら
し
き
野
菫
を

　避
け
つ
つ
母
と
野
芹
摘
み
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　鐘
ヶ
江
和
貴

地
　ス
ミ
レ
咲
く
畔
に
あ
が
り
て
早
乙
女
は

　汗
ぬ
ぐ
ひ
た
り
菅
笠
と
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　日
南
市

　黒
岩

　昭
彦

人
　赤
人
の
す
み
れ
摘
み
に
と
詠
み
し
歌

　口
ず
さ
み
つ
つ
春
の
野
を
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

秀
逸　お

そ
ろ
ひ
の
菫
の
色
の
頬
紅
を

　さ
し
て
舞
ひ
た
る
悠
久
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
　綾
町

　
　松
元

　由
茉

　
　
　
　

　日
だ
ま
り
の
茅
野
に
め
で
し
ス
ミ
レ
草

　今
も
咲
く
ら
む
夫
の
し
の
ば
る

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

佳
作　「パ

パ
見
て
」
と
吾
子
が
差
し
出
す
そ
の
手
に
は

　す
み
れ
の
花
の
に
ぎ
ら
れ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　出
光

　弘
忠

　　今
少
し
朝
露
の
こ
る
畦
径
を

　萌
ゆ
る
菫
に
声
か
け
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　西
都
市

　渡
邊

　経
子

　　
選
者
詠

　放
課
後
の
木
陰
に
集
ひ
歌
ひ
し
か

　宝
塚
歌
劇
の
「
菫
の
花
咲
く
頃
」

■ 

令
和
三
年
五
月
　
兼
題
﹁
空
﹂

天

　
　迎
え
火
を
焚
き
終
へ
し
と
き
西
空
を

　飛
行
機
雲
が
な
が
く
の
び
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

地
　つ
ば
く
ら
め
飛
び
来
し
空
を
仰
ぎ
つ
つ

　幼
な
と
歩
む
桜
咲
く
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　倉
敷
市

　萩
原

　節
子

人
　開
通
せ
し
新
小
戸
之
橋
密
を
さ
け

　渡
り
初
め
す
る
雨
空
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

秀
逸

　
　

　一
片
の
雲
な
き
四
月
の
青
空
へ

　昇
り
逝
き
た
り
け
む
り
の
父
は

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　鐘
ヶ
江
和
貴

　ぽ
っ
か
り
と
イ
エ
ロ
ー
ム
ー
ン
の
満
月
が

　西
空
低
く
今
し
ず
ま
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　右
松
多
恵
子

佳
作　朝

な
さ
な
お
経
唱
へ
し
母
の
声

　空
寝
を
し
つ
つ
聞
き
し
か
の
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

　白
球
を
追
ひ
て
夏
空
グ
ラ
ン
ド
に

　若
き
ら
の
声
響
き
渡
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　出
光

　弘
忠

　家
並
み
の
は
ざ
ま
の
空
の
茜
色

　今
朝
の
歩
み
は
坂
の
上
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

選
者
詠

　

　夕
餉
終
へ
南
の
空
に
蠍
座
を

　子
ら
と
探
し
し
も
遠
く
な
り
に
き

　◆ 

氏
子
青
年
会
新
会
長
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　横
山
雄
一
郎

　
　宮
﨑
神
宮
氏
子
青
年
会
会
長
を
委
嘱

　
　し
ま
す

　
　
　
　自

　令
和
三
年
四
月

　
　一
日

　
　
　
　至

　令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　
　宮
﨑
神
宮
氏
子
青
年
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　横
山
雄
一
郎

　
　神
社
規
則
第
十
六
条
の
規
定
に
従
っ
て

　
　本
神
社
の
総
代
を
委
嘱
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　◆ 

職 

員 

動 

向

　
　【本
庁
辞
令
】

　
　

　
　
　宮
﨑
神
宮
権
禰
宜

　石
塚

　和
也

　
　宮
﨑
神
宮
禰
宜
に
任
ず
る

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　
　

　
　【社
内
辞
令
】

　
　
　
　
　
　
　
　巫
女

　猪
俣

　采
夏

　
　
　
　
　
　
　
　巫
女

　福
留
明
日
香

　
　願
に
依
り
そ
の
職
を
免
ず
る

　
　
　
　
　（令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　篠
原

　鈴
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　河
野
杏
実
果

　
　巫
女
見
習
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
四
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　巫
女
見
習

　篠
原

　鈴
菜

　
　
　
　
　
　巫
女
見
習

　河
野
杏
実
果

　
　巫
女
を
命
ず
る

　
　祭
儀
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　（令
和
三
年
五
月
一
日
）

■ 

令
和
二
年
十
二
月
　
兼
題
﹁
帰
﹂　

天
　定
刻
の
父
の
帰
宅
に
あ
つ
あ
つ
の

　飫
肥
天
揚
げ
て
母
は
待
ち
ゐ
き

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　桑
原

　淑
子

地
　拉
致
さ
れ
し
同
胞
い
ま
だ
ふ
る
さ
と
に

　帰
り
来
ず
し
て
こ
の
冬
も
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木

　和
子

人
　帰
り
急
ぐ
孫
の
車
を
止
め
な
が
ら

　掘
り
た
て
の
大
根
数
本
も
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

秀
逸　電

灯
の
笠
を
掃
除
し
障
子
を
貼
り

　嫁
帰
り
ゆ
く
ま
た
来
ま
す
ね
と

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

　夕
陽
受
け
塒
に
帰
る
鳥
の
群
れ

　時
折
り
聞
こ
ゆ
鳴
き
声
淋
し

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　松
久

　寅
雄

佳
作　三

年
半
の
ソ
連
抑
留
よ
り
帰
り
し
兄

　迎
へ
し
母
の
涙
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　延
岡
市

　喜
多

　昭
子

　帰
郷
し
て
日
向
こ
と
ば
に
戻
り
し
と

　東
北
な
ま
り
の
友
は
笑
顔
に

　
　
　
　
　
　
　
　日
南
市

　黒
岩

　昭
彦

　玄
関
を
開
く
る
や
否
や
お
帰
り
の

　息
子
の
声
に
笑
み
の
こ
ぼ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　出
光

　弘
忠

選
者
詠

　年
の
瀬
に
幼
ら
を
連
れ
帰
る
日
を

　直
に
待
ち
ゐ
し
父
の
面
影

■ 

令
和
三
年
一
月
　
兼
題
﹁
便
﹂　

天
　学
生
時
の
現
金
封
筒
う
れ
し
か
り
き

　便
箋
一
枚
の
父
の
便
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　鐘
ヶ
江
和
貴

 

地　コ
ロ
ナ
禍
と
疎
遠
を
侘
び
て
届
き
し
は

　共
に
老
い
た
る
友
よ
り
の
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　西
都
市

　加
藤

　健
二

 

人

　
　川
の
面
に
た
ゆ
た
ふ
鴨
ら
描
き
そ
へ
て

　帰
れ
ざ
る
子
に
ふ
る
さ
と
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

秀
逸　一

人
居
の
我
を
気
づ
か
う
孫
娘

　今
宵
も
声
の
便
り
が
届
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　和
田

　洋
子

　正
月
を
帰
れ
ぬ
孫
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に

　負
け
ず
暮
ら
せ
と
励
ま
す
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　西
都
市

　渡
邊

　経
子   

佳
作　久

び
さ
の
宅
急
便
は
三
股
よ
り
の

　竹
皮
に
包
め
る
友
の
あ
く
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

　大
空
に
舞
い
上
が
り
ゆ
く
羽
田
便

　帰
れ
ぬ
故
郷
へ
の
想
い
を
託
す

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　永
吉

　寛
行

　初
春
の
賀
状
の
便
り
に
小
さ
き
字
で

　お
元
気
で
す
か
の
添
書
き
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
ふ
さ
を

選
者
詠

　捨
て
が
た
き
学
生
時
代
の
父
母
の

　便
り
イ
ン
ク
の
色
の
褪
せ
て
残
れ
り

■ 

令
和
三
年
二
月
　
兼
題
﹁
椿
﹂

天
　あ
か
つ
き
の
椿
岬
に
夫
と
立
ち

　日
の
出
待
ち
に
き
遥
か
な
り
し
日

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　黒
木
和
貴
子

地
　ビ
ル
蔭
に
な
り
た
る
庭
の
白
椿

　夫
植
ゑ
て
三
十
年
を
清
す
が
と
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　徳
永
さ
ち
子

人

　
　た
つ
ぷ
り
と
椿
油
の
し
み
こ
み
し

　祖
母
の
つ
げ
櫛
あ
め
色
に
照
る

　
　
　
　
　
　
　
　船
橋
市

　森
中

　香
織

秀
逸　今

年
も
乙
女
椿
に
逢
ひ
た
し
と

　友
と
巡
り
ぬ
久
留
米
つ
ば
き
園
を

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　友
枝

　清
子

　落
ち
て
く
る
紅
の
椿
み
つ
め
つ
つ

　亡
夫
と
植
ゑ
た
る
遠
き
日
想
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
松

　京
子

佳
作　里

山
よ
り
取
り
来
し
椿
こ
の
冬
も

　独
り
の
庭
に
ひ
そ
と
咲
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　小
池

　洋
子

　藪
椿
の
厚
き
葉
裏
に
白
き
蛾
は

　寒
波
を
耐
ふ
る
や
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　熊
本
市

　松
山

　浩
一

　
　
　
　
　

　在
り
し
日
に
父
の
手
植
え
し
寒
椿

　今
も
残
り
ぬ
父
の
ぬ
く
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　宮
崎
市

　桑
原

　淑
子

選
者
詠

　め
ぐ
り
に
は
椿
植
ゑ
む
と
梅
雨
の
頃

　夫
は
挿
し
木
を
試
み
て
ゐ
き

献 

詠 

短 

歌

■ 

令
和
二
年
被
表
彰
者

　成
績
優
秀
者
に
対
し
、
選
者
よ
り
推

薦
を
受
け
て
表
彰
を
行
ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　宮
﨑
神
宮
賞

　黒
木

　和
子

　
　
　
　選

　者

　賞

　桑
原

　淑
子

■ 

献
詠
募
集
　
選
者
　
堀
家
博
子

　ハ
ガ
キ
に
楷
書
で
丁
寧
に
一
首
と

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

宮
﨑
神
宮
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

令
和
三
年
兼
題

　
　七
月

　藍

　
　

 

八
月

　
　渚

　
　九
月

　絵

　
　

 

十
月

　
　秋
桜

　十
一
月

　石
蕗

　十
二
月 

　街

　

※

毎
月
五
日
締
切

　

※

選
考
結
果
は
毎
月
末
に
応
募
者

　
　宛
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

■ 

問
ひ
合
せ
先

　宮
﨑
神
宮
献
詠
短
歌
会
事
務
局

　電
話
〇
九
八
五
（
二
七
）
四
〇
〇
四

　
　
　
　担
当

　須
田

　出
光

　松
元

　「
宮
﨑
神
宮
献
詠
短
歌
会
」
は
、

昭
和
十
六
年
三
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
爾
来
八
十
年
の
長
き
に
亘
り
、

三
十
一
文
字
に
思
ひ
を
込
め
て
献
歌

し
て
き
ま
し
た
。

’’

’’
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令
和
三
年
一
月
か
ら

令
和
三
年
六
月
ま
で
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神
社
本
廳
設
立
七
十
五
年

昭
和
二
十
一
年
二
月
三
日
設
立

神
社
本
廳
設
立
に
關
す
る
聲
明
決
議

当時の神社本廳（神社本廳五年史より転載）／神祇院廃止の翌日たる日を以て開廳された。
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稽
古
照
今

け
い
こ
せ
う
こ
ん

今
次
神
社
は
聯
合
軍
司
令
部
の
指
令
に
基
き
、
其

の
國
家
宗
祀
た
る
の
制
度
は
全
廢
せ
ら
れ
、
新
に

宗
敎
法
人
令
に
よ
り
發
足
す
る
事
と
な
れ
り
。
之

が
對
策
は
吾
等
の
愼
重
考
究
を
要
す
る
と
こ
ろ
た

る
と
同
時
に
、
國
民
の
重
大
關
心
事
な
り
。
抑
ゝ

神
社
尊
崇
の
眞
義
は
惟
神
の
大
道
に
遵
ひ
人
倫
の

道
を
明
徴
に
し
、
神
恩
に
報
謝
し
祖
宗
の
神
德
を

奉
體
し
て
、
淳
厚
且
つ
忠
誠
な
る
我
が
大
和
民
族

の
精
神
氣
風
を
作
興
し
、
以
て
世
界
人
類
の
福
祉

と
平
和
と
に
寄
與
せ
ん
と
す
る
傳
統
的
信
仰
を
顯

現
昂
揚
す
る
に
在
り
。
從
つ
て
神
社
に
關
す
る
制

度
並
に
施
設
の
如
何
は
啻
に
我
等
國
民
の
日
常
生

活
に
甚
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、
道

義
日
本
の
國
際
的
地
位
を
確
立
す
る
上
に
於
て

も
、
絕
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、

こ
れ
敢
て
言
を
俟
た
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
吾
等
神

社
人
は
深
く
慮
る
と
こ
ろ
あ
り
、
世
界
の
趨
勢
と

其
の
將
来
と
に
鑑
み
、
茲
に
全
國
神
社
の
總
意
に

基
き
本
宗
と
仰
ぐ
皇
大
神
宮
の
許
に
、
全
國
神
社

を
含
む
新
團
體
を
結
成
し
、
協
力
一
致
神
社
本
來

の
使
命
達
成
に
邁
進
し
、
以
て
新
日
本
の
建
設
に

寄
與
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

右
聲
明
す

　
　
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日

　
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
、
「
神
道

指
令
」
に
よ
っ
て
神
社
神
道
は
国
家
管

理
を
離
れ
ま
し
た
。

　
神
衹
院
廃
止
、
大
日
本
神
衹
會
解
散

当
日
の
当
宮
社
務
日
誌
に
は
、
次
の
や

う
に
あ
り
ま
す
。

　
　
制
度
上
神
社
ナ
ク
、
神
職
ナ
シ

　
こ
の
一
文
か
ら
、
国
家
、
国
民
の
精

神
的
支
柱
、
結
合
の
紐
帯
で
あ
っ
た
神

社
、
さ
ら
に
は
大
神
様
の
御
心
に
添
ふ

べ
く
、
ひ
た
す
ら
神
明
奉
仕
に
勤
し
ん

で
き
た
己
を
否
定
さ
れ
た
得
も
言
へ
ぬ

虚
無
感
が
伝
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
か
く
て
、
終
戦
後
の
あ
は
た
だ
し
い

中
に
、
神
社
本
廳
は
十
万
余
の
神
社
が

一
丸
と
な
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
爾
来
、

苦
難
の
歴
史
を
新
生
へ
の
よ
き
刺
激
と

し
、
こ
の
試
練
に
よ
っ
て
一
本
立
ち
の

道
を
築
き
上
げ
て
来
ま
し
た
。

　
設
立
七
十
五
年
の
節
目
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
変
革
が
求
め
ら
れ

る
中
に
あ
っ
て
、
原
点
に
立
ち
返
り
、

協
力
一
致
、
神
社
本
来
の
使
命
達
成
に

邁
進
せ
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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